
国有林間伐推進コンクールの概要

国有林間伐推進コンクールは、国有林野事業における間伐等の発注事業や立木販

平成27年度

売において、優れた品質の森林整備を行うとともに、高い生産性等や作業システム

の特徴や成果等の取組を競い、優秀な事例を決定しています。その優秀な事例を公

表することにより、高効率かつ低コストな間伐等について民有林を含めた普及、定

着及び推進に資することを目的として、今年度で１４回目を迎えました。

このコンクールは６部門からなり、①「車両系搬出間伐部門（初回）」、②「車このコンク ルは６部門からなり、① 車両系搬出間伐部門（初回）」、② 車

両系搬出間伐部門（２回目以降）」、③「車両系誘導伐等部門」、④「架線系搬出

間伐部門」、⑤「架線系誘導伐等部門」、⑥「その他」があります。今年度のコン

クールは、有識者で構成する審査委員会を経て、「車両系搬出間伐部門（２回目以

降）」で最優秀賞１事例、「架線系搬出間伐部門」、「車両系誘導伐等部門」でそ

れぞれ優秀賞１事例が選ばれましたれぞれ優秀賞１事例が選ばれました。

入賞事例の表彰
（最優秀賞、優秀賞）
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平成２７年度の受賞事例の概要

受 賞 事 例 名 概 要

車両系搬出間伐部門（２回目以降）
永島林業株式会社

（宮崎県小林市）

既設作業路を活用した森林作業道を作設
し 高性能林業機械の有効な稼働による

既設の作業路を活用した森林作業道を配
置することにより、各工程の作業効率を向
上させた。
また、これまでは大径材をチェンソーで

造材していたが、ハーベスタを導入し、造
材することで造材工程の作業効率を向上さ

し、高性能林業機械の有効な稼働による
生産性の向上

せた。

架線系搬出間伐部門 従来の集材機では、架設・撤去に多大な架線系搬出間伐部門
株式会社泉林業

（熊本県人吉市）

タワーヤーダの導入による架設・撤去時
間の大幅な短縮と各作業の効率化による
生産性の向上

従来 集材機 、架設 撤去 多大な
時間を要するとともに、操作が難しかった。
新たなタワーヤーダを導入したことによ

り、架設・撤去時間の大幅な短縮とリモー
トコントロールによる操作で集材を容易に
し、生産性が向上した。

車両系誘導伐等部門
株式会社吉岡建設

伐採から植付までの一貫作業において、
生産では、高性能林業機械を効果的に組み株式会社吉岡建設

（北海道空知郡南富良野町）

生産では、高性能林業機械を効果的に組み
合わせ、かつ森林作業道を有効に活用した
ことで生産性が向上した。
造林では、地拵作業で独自のレーキを開

発するとともに、コンテナ苗の苗木運搬を
フォワーダを使用して効率化を図った。

伐採から植付までの一貫した作業におい
て、高性能林業機械の有効な稼働による
生産コストと造林コストの縮減



既設作業路を活用した森林作業道を作設し、高性能林業機械の有効な稼働
による生産性の向上
永島林業株式会社（宮崎県小林市）

車両系搬出間伐部門（２回目以降）車両系搬出間伐部門（２回目以降） 最優秀賞最優秀賞

◆ポイント
既設の作業路を活用した森林作業道を配置することにより、各工程の生産効率を向上

させた。
また、これまでは大径材をチェンソーで造材していたが、ハーベスタを導入し、造材

することで造材の作業効率を向上させた。

生産コストの従来方式との比較（円/m3）
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宮崎森林管理署都城支署
西小林森林事務所管内（巣之浦国有林）
●樹種・林齢：スギ５３年生
●面積：２７．８９ｈａ

●本数・材積：７２０本／ｈａ
３５２ 3 ／ｈ

生産コストの従来方式との比較（円/m ）

12 000 8 976

0

従来方式 新方式

３５２m3 ／ｈａ
●林地傾斜：平均２０度

間伐内容間伐内容

●間伐方法：列状間伐

生産性の従来方式との比較（m3/人・日）

12,000 8,976

9

●間伐率：本数比２５％ 材積比２５％
●間伐材積：２，４５７m3

●haあたり間伐材積：８８m3

●平均胸高直径・樹高：２８cm・１６ｍ
●１本あたり材積：０．４９m3

●路網密度：１９０ｍ／ｈａ 0

3

6

従来方式 新方式

4.86

9.00

【取組内容】
①従来は大径材をチェンソーで造材していた。
また、それぞれの作業種毎に集中して一定の

作業工程を終えてから、次期工程に進んでいた。
その為、高性能林業機械の未使用時間が発生し、
有効な稼働がなされてなかった。
② 路 整 び森 道②そこで既設の作業路の整備及び森林作業道の
作設と各作業工程間の連携を密にして、適正な
人員配置と高性能林業機械の有効な稼働で各工
程の作業効率を向上させた。
③さらにハーベスタを導入し、大径材を造材し
たことにより、造材工程の作業効率を向上させ
た。 ハーベスタによる大経材の造材



最優秀賞の作業システム最優秀賞の作業システム

○既設作業路の整備（バックホウ） ○新設森林作業道の開設
（バックホウ）

作業前 作業後 開設中

○ 列状間伐（チェンソー）○ 運材（フォワーダ）

作
業

伐倒中 実施後

工
程
間
で
連
携

○ 集材作業（ウィンチ付きグラップル）○造材（ハーベスタ）

全木集材 集材後



タワーヤーダの導入による架設・撤去時間の大幅な短縮と各作業の効率化によ
る生産性の向上
株式会社泉林業（熊本県人吉市）

架線系搬出間伐部門架線系搬出間伐部門 優秀賞優秀賞

◆ポイント
従来の集材機では、架設・撤去に多大な時間を要するとともに、操作が難しかった。
新たなタワーヤーダを導入したことにより、架設、撤去時間の大幅な短縮とリモートコント

ロールによる操作で集材を容易にし、生産性が向上した。

◆ポイント
従来の集材機では、架設・撤去に多大な時間を要するとともに、操作が難しかった。
新たなタワーヤーダを導入したことにより、架設、撤去時間の大幅な短縮とリモートコント

ロールによる操作で集材を容易にし、生産性が向上した。

事業箇所事業箇所
生産性の従来方式との比
較（m3/人・日）

18 000

生産コストの従来方式との
比較（円/m3）

熊本南部森林管理署
大塚森林事務所管内（大畑国有林）
●樹種・林齢：スギ・ヒノキ５４年生
●面積：２．６２ｈａ

●本数・材積：１，６０３本／ｈａ
４００m3 ／ｈａ

●林地傾斜 平均３５度
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●林地傾斜：平均３５度

間伐内容間伐内容

●間伐方法：列状間伐

従来方式 新方式 従来方式 新方式

●間伐方法：列状間伐

●間伐率：本数比３５％ 材積比２５％
●間伐材積：２６２m3

●ｈａ当たりの間伐材積：１００m3

●平均胸高直径・樹高：２０ｃｍ・１６ｍ
●１本当たりの材積：０．２５m3

●平均集材距離：１２１ｍ

導入設置したフォワーダ（写真左：後景 写真右：前景）

【取組内容】
①これまでの集材機では、架設・撤去に多大な
時間を要し、集材における操作が難しかった。
②そこで、新たなタワーヤーダを導入したこと
により、架設・撤去の時間が短縮した。

導入設置したフォワ ダ（写真左：後景、写真右：前景）
○ゴムクローラ走行により傾斜地や軟弱地での走行
性能を向上。
○ガイラインの搭載や５胴ドラムの油圧操作により架設・
撤去時間の大幅な削減。
○センターリガーとガイラインにより機械の安定性を向上

タワーヤーダ操作盤
③さらに、リモコン操作により操作性が容易に
なったことで集材効率が向上したため、造材か
ら巻立までの工程で待ち時間が短縮されたこと
により生産性が向上した。

タワ ヤ ダ操作盤
○指先での操作が可能
となり、従来の集材機と
比較し操作性が向上。
○非常停止ボタンで、緊
急時に回転を停止でき安
全を確保できる。



伐採から植付までの一貫した作業において高性能林業機械の有効な稼働による
生産コストと造林コストの低減
株式会社吉岡建設（北海道空知郡南富良野町）

車両系誘導伐等部門車両系誘導伐等部門 優秀賞優秀賞

◆ポイント
生産では、高性能林業機械を効果的に組み合わせ、かつ森林作業道を有効に活用したことで

生産性が向上した。
造林では、地拵作業で独自のレーキを開発するとともに、コンテナ苗の苗木運搬にフォワー

ダを使用して効率化を図った。

◆ポイント
生産では、高性能林業機械を効果的に組み合わせ、かつ森林作業道を有効に活用したことで

生産性が向上した。
造林では、地拵作業で独自のレーキを開発するとともに、コンテナ苗の苗木運搬にフォワー

ダを使用して効率化を図った。

事業箇所事業箇所 生産性の従来方式 地拵効率の従来方式との

2

4

6

8

10
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上川南部森林管理署
幾寅森林事務所管内（幾寅国有林）
●樹種・林齢：トドマツ６３年生

●実行面積：２．１４ｈ
●本数・材積：９７９本／ｈａ・４０３m3／ｈａ
●林地傾斜：平均１５度

生産性の従来方式
との比較（m3/人・日）

0.1

0.2

0.3

0.4

地拵効率の従来方式との
比較（ha/人日）

8.1

5.5

0.36

0

従来方式 新方式
伐採内容伐採内容
●伐採方法：帯状の主伐
●伐採材積：８６２m3

●ｈａ当たりの伐採材積：４０３m3

●平均胸高直径・樹高：２２ｃｍ・２０ｍ
●１本当たりの材積：０．３３m3

●路網密度：１３２ｍ/ｈａ

0

従来方式 新方式

グラップルによる木寄せ集材

○ワイヤによる人力荷掛を排
除。グラップルを直接林内へ入
れ森林作業道まで、木寄せ、集

0.07

●路網密度：１３２ｍ/ｈａ

造林内容造林内容

●地拵方法：大型機械地拵
●苗木：トドマツ(コンテナ苗)
●植栽本数：１，３１６本/ha

【取組内容】

グラップルレーキを使用した地拵

○素材生産作業に使用したグラッ
プルに独自開発したレ キを装着

れ森林作業道まで、木寄せ、集
積を行い。木寄せ集材工程を向
上させた。

【取組内容】
①生産については、これまで木寄集材は
ワイヤを用い人力で荷掛を行っていたが
林内に直接グラップルを入れ、森林作業
道まで木寄せ、ＮＬ別に集積し、作業効
率を向上させた。
②また、森林作業道脇に集積したことに
よりプロセッサの移動が抑制され、生産

プルに独自開発したレーキを装着
した大型機械による地拵の実施に
より、作業効率を向上させた。
○爪を短くし爪を多くしたレーキ
を使用し、ササの根茎の切断を容
易にした。

フォワーダによる苗木の運搬

よりプロセッサの移動が抑制され、生産
性が向上した。
③造林については、グラップルによる木
寄せ集材、集積後にレーキを使用して地
拵えを行い作業効率を向上させた。
④フォワーダで苗木の運搬を行い作業の
効率化を図った。

○苗木運搬を人力からフォワーダに変更し、作業効率を
向上させた。


